
　本日は後ほど会長スピーチがあり
ますので、ここでは先日行われた青少
年奉仕活動の報告をさせて頂きます。
7月12日、2015福島駅クリーン大作
戦に福島ロータリークラブから15名、

IAC19名、RAC15名が参加して、福島駅内外の清掃作
業をしてきました。
　暑い中、タバコの吸い殻やペットボトル、カンなど
を収集しました。その後、福島駅の中を案内して頂き
ました。エコクリーンな福島駅をめざしてのソーラー
システムや蓄電池の設備、更には地下120メートルの
温度を利用しての冷暖房設備などの説明をして頂きま
した。因みに福島駅は大災害発生時の避難者の受け入
れ先になっているとのことでした。
　その後石林で、IAC、RAC、RC、それに駅の職員を交
えて、53名という大勢で、美味しい料理を食べながら、
夫々の年代で福島駅に望むこと、あったらいいお店、
駅で嬉しかったこと、残念だったことなどを記入して
頂き皆でディスカッション致しました。また紺野晴郎
パスト会長提供の多くのプレゼントがIAC、RAC、駅
職員に提供されました。最後に狩野駅長や駅職員のコ
メントを頂き散会致しました。
　高校生、大学生、一般社会人、駅職員それらの人たち
が一緒になっての奉仕活動はそれだけでも有意義なこ

とでした。
　日比野恒夫青少年奉仕委
員長のご尽力や狩野安則駅
長のご協力に感謝申し上げ
ます。以上で本日の挨拶に
代えさせて頂きます。
（参加者：日比野恒夫会員、
内池　浩会員、中尾根康弘
会員、江刺家宏樹会員、狩
野安則会員、八巻恵一会員、
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　　 佐藤武彦 小委員長

◎本日のプログラム
閉会点鐘 幡　研一 会長

第3回会長挨拶
幡　　研一 会長

8月6日（木） 18：30～　辰巳屋

○納涼夜間例会　　＊8月理事会／17：00より
8月13日（木）理事会承認休会 12：30～　辰巳屋

8月20日（木） 12：30～　辰巳屋

○酒井善盛ガバナー公式訪問例会
　（会長･幹事会／クラブ協議会／通常例会）
＊誕生祝い　＊「四つのテスト」唱和　＊プログラム案内
＊「友」紹介　＊血圧測定
8月27日（木） 12：30～　辰巳屋

○地区セミナー報告
○井上賢司新会員スピーチ

会 長 あ い さ つ 例 会 次 第

例 会 プ ロ グ ラ ム の ご 案 内

増子　勉会員、加藤義朋会員、紺野晴郎会員、後藤洋伸
会員、管野裕一会員、相良元章会員、菅沼　裕会員、箱
岩　偉幹事、幡　研一会長）
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　今年度福島ロータリークラブの会
長となりました幡 研一と申します。
　職業分類は産婦人科医です。福島
ロータリークラブへの入会は1987年
（昭和62年）5月、渡辺健寿先生と同

年の入会です。会長は公認会計士の鈴木 守先生、幹
事は大槻隆英さんでした。その年の会員数は100名
でした。
　2002-03年河田 亨会長の時、幹事を務めました。阿
久津パストガバナーがガバナーの年で、その年度は如
何に地区大会を成功させるかが一番の年度目標でし
た。地区大会の実行委員長は木下 隆さんでした。その
年度の会員数は93名でした。

　Be a gift to the world ─2015-16年 度 RI 会 長
K.R.ラビンドラン氏の年度テーマです。私たちの持つ、
多くの才能・知識・能力を世界への贈り物にしよう。（一
般的にはプレゼントと翻訳されていますが、「贈り物」
の方が適当と思います）ロータリーは私たちの資質を
引き出し、それを人生で生かす道を見つけてくれます。
人生の価値はどれほど得たかではなく、どれほど与え
たかによって判断されます。また、「ロータリーは変革
の時代を迎えようとしている。イノベーションの時だ
からこそ、基本に立ち返る必要がある」と述べておら
れます。

　酒井善盛2530地区ガバナーは「原点回帰」を地区目
標とし、
１．会員基盤の向上（拡大、増強…純増2名以上）

２．ロータリー財団への貢献（一人150ドルの達成）

３．公共イメージと認知度の向上（ロータリーブラン

ドを広める）

４．米山記念奨学会への協力（普通寄付5,000円、特

別寄付10,000円、スリランカにアジアで7番目

の学友会の創設）

の4項目を重点目標としました。

　私は2015-16年度の福島ロータリークラブの会長を
務めるに際し、ラビン・ドランRI会長の年度テーマ、
および酒井善盛地区ガバナーの目標を考慮し、「温故知
新」を基本理念として、クラブ運営に当たりたいと思
います。
　「温故知新」は古きをたずね、新しきを知ると訳され

幡　研一 会長スピーチ

本 日 の プ ロ グ ラ ム ていますが、前に学んだことをもう一度調べなおした
り、考えたりして、新たな道理や知識を見い出し、自分
のものとすることです。「温」はたずね求めるの意味で
す。一説には、冷たいものを温めなおし味わう意味も
言われています。
　当クラブは今年度創立65周年という長い歴史と伝
統を持ったクラブであります。だからからこそ、「温故
知新」の考えの下、クラブの現状認識をして長期戦略
を考えます。
　現状認識の下、良い点は継続します。継続は力です。
また、改良すべき点は改良致したいと思います。そこ
で福島ロータリークラブの現状把握をしてみます。

１．良い点

①クラブのメンバーは多士済々で素晴らしい人ばかり
である
②クラブ内部のまとまりが良い
③外から何かの行事を任されれば、立派にできる
④ガバナーを4名輩出している（村上正徳、大原嘗一
郎、田中善六、阿久津肇）
⑤病気・転勤等の止むを得ない事情での退会者は殆ど
見られない
⑥RAC、IACのスポンサークラブである
⑦飯坂RC、二本松RC、福島北RC、相馬RC、保原RC、
会津坂下RC、福島南RC、川俣RC、福島西RC、福島
中央RCの10のRCのスポンサークラブである
⑧長い歴史と伝統がある
⑨地区の役員や委員長、委員を多数輩出している
⑩転勤族が多く大企業の支店長が多数在籍している

２．改良すべき点

①一般の人へのアピールとなる事業が少ない
②他クラブとの交流が少ない（合同例会等）
③他クラブからのメーキャップが少ない
④他クラブへのメーキャップをする人が少ない
⑤姉妹クラブ・友好クラブを持たない
⑥財団の事業が少ない
　以上の現状認識の下、今年度の方針を次のようにし
たいと思います。

１．年度重点事業

①海外のクラブとの友好クラブの締結（台北文湖ロー
タリークラブ・9月締結式）
②双子クラブであるフィリピンのマリキナロータリー
クラブとの共同事業として、ポリオ患者のリハビリ
施設への援助を財団事業として行う
③会員増強…純増５名を目指します
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　みなさん、こんにちは。私は、2015-
16年度、福島ロータリークラブ幹事の
大役を仰せつかりました箱岩偉です。
まだ在籍期間も短くまた経験も浅く、
見るもの聞くものすべてが新しい事

ばかりの中で過ごしておりますので、大変不安な気持
ちでいっぱいですが、お引受致しました以上は、精一
杯努めたいと思います。
　この大役を引受けるに当たり、ある日大先輩から「上
手にやる必要はないよ、ただ一生懸命やりなさい!!」と
アドバイスを頂きました。必要以上に入っていた肩の
力がスッと抜け、なにかホッとした気分になった事を
思い出します。
　また、会長や幹事をご経験の先輩に、近しくお話し

④IAC、RACについて…どちらも長い歴史がありま
す。青少年奉仕委員会が中心となり、三者合同新世
代会議、社会奉仕活動を続けます。IAC、RACと米山
奨学生との交流の場を作り国際理解の一助としたい
と思います。

２．例会のあり方

①ロータリーは異業種の代表者の集まりです。例会で
は会員同士の会話の時間を十分にとり、相互理解・
情報交換の場と致します
②当日のスピーチなどを優先して充分な時間を取る
③食事の時間をゆっくりとる
④席の流動化を図る（誕生月・干支・入会年度・年齢・
委員会別等）
⑤「私の一言」の著者に話をしてもらう（全ての会員が
公平に登場する。一方で少ない文字数でまとめる裏
には沢山話したいことがあるはず、例会で話をする
機会の少ない会員にスピーチの機会を与えて相互理
解をする格好の場となります）
⑥新入会員には早めにスピーチの機会を与えて会員の
理解を得る
⑦歴代会長にスピーチをお願いする（温故知新…知ら
ない会員も多数）

３．IAC、RACについて

①例会に出席の機会を作り適宜スピーチをしてもらう
（活動状況・困っていること）
②RACのメンバーが学院大学卒業後は福島中央RAC
への入会を勧める
③会報をRAC、IACに数分ずつ配布する
④今年度の重点事業でも話しましたが、三者合同新世
代会議の他、米山奨学生との懇談会を行い、国際理
解の場とします

４．東京交歓会について

①39年という長い歴史がある東京交歓会を続け、更に
有意義なものとしたいと思う
②開催時期・時刻・場所の検討（福島での開催・梅雨
時を避ける・福島の現状を見てもらう）
③元会員にご婦人同伴を勧める
④OB会員の名簿作成
⑤転勤族…現会員からOB会員への案内をする

５．理事会

①原則第1木曜日、18時開始とする（会議は少なくと
も1時間）
②各委員会は年次計画の進捗状況を報告する

箱岩　偉 幹事スピーチ

本 日 の プ ロ グ ラ ム

③理事会の決定事項で特に重要な事項は次週の例会で
報告する

６．ロータリークラブセントラル

①会長・幹事・会計はRIのMY ROTARYからロータ
リークラブセントラルを通して、クラブの状況を常
に監視・入力する
②各委員会の委員長は、活動状況を理事会に報告し、
事業終了後2週間以内にロータリークラブセントラ
ルに報告する

　歴代RI会長の年度テーマを見てみました。2002-
03年度会長のビチャイ・ラタクルさんは、「Sow the  
Seeds of Love」慈愛の種を撒きましょう、2011-12年度
会長のカルヤン・バネルジーさんは「こころの中を見
つめよう、博愛を広げるために」を年度テーマとしま
した。そして今年度のラビン・ドランRI会長の「Be a 
gift to the world 」,共通するのは、皆、慈愛の心をもっ
て奉仕をしましょうという点と、全員がアジア出身の
会長ということです。
　ラビン・ドランRI会長の尊敬するマザー・テレサ
は「どれだけ多くのものを与えるかではない、どれだ
け満ち溢れる慈愛を込めて与えるかです」と言ってい
ます。ロータリーは慈愛に満ちた有効な奉仕の機会を
私たちに与えてくれます。
　今年度、我々にとって有意義な一年となるよう行動
致しましょう。理事・役員及び会員皆さまのご協力を
宜しくお願い申し上げます。
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幹 事 報 告

幡　研一 会長
　加藤裕司様の入会を歓迎して。本日会長スピーチをさせて
いただきます。
箱岩　偉 幹事
　皆様のご出席に感謝して。加藤裕司新会員を紹介させて
頂きます。宜しくお願い致します。
鈴木勇人 会員
　広栄電設㈱加藤社長の入会を心より歓迎致します。今後
のご活躍に期待いたします。
加藤裕司 新会員
　入会ご承認感謝申し上げます。今後とも末長くご指導宜し
くお願い致します。
白岩康夫 会員、横山りつ子様（福島南RC）
　ベトナム･ハノイ市のフォンドン大学日本語科2年生のダ

オ･ティ・ティエンさんとグエン・ティ・ゴックさんが短期
研修生として福島に来ていますので、ロータリークラブ例会
を体験させていただきます。
清水義之 会員
　猛暑の後の大雨で、体調を崩しやすい時節柄、是非ご自愛
下さい。
紺野晴郎 会員
　業界で県の代表になりました　福島県民のためRCの「職業
奉仕」と「超我の奉仕」を実践していきたいと思っております。
──────────────────────────
他に／佐藤康太郎／坪井大雄／安藤錬雄／門脇 渉／増子 
勉／森 洋一／今井 康／加納武志／古俣 猛／相良元章／茂
田士郎／佐藤英典／野原邦亮／田沼紀美子／渡邊又夫／佐
藤武彦／森岡幸江／八子英器／松浦敬裕／安藤健次郎

ニコニコBOX報告　 〈報告〉 佐藤武彦 小委員長 本日のニコニコBOX投入額　28件　¥70,000   累計  ¥238,000

お知らせ
●8月1日（土）、南東北総合卸センターにて、地区ロータ
リー財団委員会が開催されます。

●8月8日（土）、ウエディング・エルティにて、地区拡大委
員会、クラブ奉仕委員会が開催されます。

●8月10-11日、県青少年会館にてRI第2530地区イン
ターアクト年次大会が開催されます。

●白岩康夫会員ゲスト
　ベトナム国 私立フォンドン大学 短期研修学生2名
 ダオ・ティ・ティエン さん

（22歳／日本学科2年生）

 グエン・ティ・ゴック さん
（20歳／日本学科2年生）

 随　行 横山りつ子 様（福島南RC）

  脇坂　和江 様
（ふくしま・ベトナム友好協会事務局）

お客様並びに来訪ロータリアン紹介

私のひとこと 佐藤 朋幸 会員
　福島ロータリークラブに入会させて
頂きましたのが、昨年７月、丁度１年
となりました。その丁度１年という節
目に、この「私のひとこと」の原稿を書

く機会を仰せつかりました。ロータリークラブに入会
して、私のこの１年は、ありがたいことに順調に好転し
た１年でした。言葉や理屈を超えて、福島の名士である
会員方々とのご縁が、人生の循環を良くしていると感
じている１年です。
　40台後半となりながら「自分はまだまだ若造だ」と
学べるのは幸せなことです。かくして１年、私にとっ
てロータリークラブは、早くもかけがえのないものと
なっております。ありがとうございます。

出来る方もいらっしゃいますので、ご助言をいただき
つつ、この言葉を胸に頑張ります。
　2015-16年度クラブ運営の基本理念は、「温故知新」
です。会員みなさまには次の事をお願い致します。守
るべきは守り、一方で過去の実績ややり方に縛られず、
新しい事にチャレンジする年にして下さい。会員には
最高のスキルをお持ちの方が多数いらっしゃいます。
ぜひ委員会メンバー全員の知恵を結集してより内容の
濃い事業の企画立案・運営をお願い致します。
　また、マイロータリーそして、クラブセントラルの

登録及び活用も積極的にお願い致します。
　結びに、2015-16幡会長年度の終了時に、会員のみな
さまがこれまで以上に相互親睦を深め、より良いロー
タリー活動を実践し、実り多き1年になったと感じら
れます様に、幡会長のもと、菅沼 裕、相良元章両副幹
事とともに行動していきたいと思います。
　経験未熟でご迷惑をお掛けする事もたくさんあると
思いますが、会員みなさまのご指導とご協力をこころ
よりお願い申し上げ、幹事スピーチと致します。
　1年間どうぞよろしくお願い申し上げます。
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